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の近藤天之らの研究グループは、逆境体験（本研究では「母親が成人前に自身の両親の離婚を経

験したこと」）が次世代の子どものメンタルヘルスにどのように影響するのか、そのメカニズムの

理解を目的に研究を行いました。 

分析には「広島県子供の生活に関する実態調査」の小学 5 年生と中学 2 年生の子ども計 9,666 人

と、その母親1のデータを用い、研究を評価する項目である「子どものメンタルヘルス（抑うつ）」

は、日本語版子ども用抑うつ自己評価尺度（DSRS-C）を使用しました。また、「母親が成人前に

自身の両親の離婚をしたこと」（逆境体験の一つ）と、その子どものメンタルヘルスを繋ぐものと

して「母親の教育歴」に注目し、高校卒業までの群と、高校を超える教育歴の群の 2 つに分類し

て分析しました。 

その結果、「両親の離婚を経験したことがある母親」の子どもは、小学 5 年生と中学 2 年生の時点

でメンタルヘルスに不調が現れるリスクが 1.22 倍になることが示されました。 

図： 逆境体験の世代を超えた影響 

1 今回研究に使用した「広島県子供の生活に関する実態調査」は、子どもへの質問とその子どもの保護者への質問から構成さ

れ、また保護者への質問は誰が回答したかが記録されています。子どもと保護者両方からの回答があった約 90％において、保

護者への質問を母親が回答しているため、今回の分析では母親に限定して分析しました。 

逆境体験が世代を超えて影響を及ぼすメカニズムに関する研究 

次世代の良好なメンタルヘルスのためには、教育への支援が重要か？ 

※本研究は、「両親の離婚を経験した母親」とその子どものメンタルヘルスについて、「母親の教育歴」がどの程度媒介する

かを調べたものです。子どものメンタルヘルスの不調は、社会環境による子ども自身のストレスや、学校環境などさまざま

な要因が考えられます。
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また、母親が両親の離婚を経験すると、母親は高校を超える教育歴を達成する可能性が低くなり、

その結果、その子どものメンタルヘルスに影響を与える可能性が示唆されました。2（表 3） 

これらのことから、両親の離婚を経験した女性がより高い教育歴を達成できる環境をつくること

で、その子どものメンタルヘルスの不調へのリスクを減らせる可能性があると考えらえます。 

本研究成果は、国際的な学術誌「Journal of Affective Disorders」に、5月 3日に掲載されまし

た。 

【表 1：母親が「両親の離婚」を経験したことと母親の教育歴との関係（上図①）】 

【表 2：母親の教育歴と子どものメンタルヘルスとの関係（上図②）】 

2 本研究では中間的な要因として母親の教育歴のほかに世帯収入および、母親自身のメンタルヘルスを検討しました。検討し

たモデルの中では母親の教育歴を含むモデルにおいて中間的な要因によって媒介される割合が大きいことが示されました。し

かし、今回検討されていない要因の影響も今後さらに検討される必要があります。また、本研究は観察データに基づく研究で

あり介入研究でないことから、本研究の結果のみで母親の教育歴と子どものメンタルヘルスの間に因果関係があると結論付け

ることはできず、あくまで可能性を示唆するだけにとどまります。 

母親が「両親の離
婚」を経験したこと

母親の教育歴

子どもの
メンタルヘルスの不調

②「母親の教育歴」が高校
卒業までの群では「子ども
のメンタルヘルスの不調」
のリスクが高くなる可能性

①母親が「両親の離婚」を
経験したことが「母親の教
育歴」に負の影響を与える
可能性

（母親の成人前の出来事）
（子どもが小5・中２時点での
状況／母親が出産してから約
10年または13年後の状況）

（母親が18歳前後での状況）
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【プレスリリースのポイント】 

 本研究は、逆境体験がどのように世代を超えて影響を及ぼすのかというメカニズムの検討を

目的に行われました。

 母親が両親の離婚を経験することと、その子どものメンタルヘルスの不調は、母親の教育歴

に関連している可能性が示されました。

 “両親の離婚を経験したことがある母親”から生まれる子どもは、そうでない子どもと比べ

て、メンタルヘルスに不調をきたすリスクが 1.22 倍高いことが分かりました。（表 3）

 両親の離婚を経験した女性がより高い教育歴（短大・大学など）を達成できる環境をつくれ

るよう支援をすることで、次の世代のメンタルヘルス不調のリスクを減らせる可能性が考え

られます。

【表 3：母親が両親の離婚を経験したことが、一部、母親の教育歴を介して子どものメンタルヘル

スに影響を与える】

【背景・目的】 

海外の研究では、両親の離婚は子どもの教育やメンタルヘルスなどの面において長期的に影響を

与える可能性が報告されています。さらに近年、両親の離婚経験などを含む小児期の逆境体験

（Adverse childhood experiences）が、それらを経験した本人だけではなく、自分が親になった

ときにその子どもの健康や成長に与える影響についての研究も進められています。しかし、こう

した逆境体験が次の世代（本人の子どもの世代）にどのような経路で影響するのかは十分に明ら

かにされていません。 

本研究では両親（子どもから見て祖父母世代）の離婚と、子どものメンタルヘルスとの関係をつ

なぐものとして、教育歴（高校を超える教育歴を達成したかどうか）が持つ役割を検討しました。

今回研究に使用した「広島県子供の生活に関する実態調査」は、母親が回答していることがほと

んどのため、母親に限定して分析しています。また、海外の疫学研究で親の教育歴と子どものメ

ンタルヘルスとの関連が示されていることから、本研究では教育歴に着目して分析を行いました。 
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【研究概要】 

使用データ：平成 29 年度「広島県子供の生活に関する実態調査」3 

分析対象：小学 5 年生 5,042 人、中学 2 年生 4,624 人（合計 9,666 人）の子どもと、その母親。 

分析データ 

＜母親に関するデータ＞ 

20 歳までに両親が離婚した経験があるかどうか、教育歴、メンタルヘルス、世帯収入 

＜子どもに関するデータ＞ 

性別、兄弟姉妹の数、メンタルヘルス 

＜定義について＞ 

母親の教育歴 

高校卒業までの群と、高校を超える教育歴（専門学校、短大、大学などを卒業）の群の２つに分

類。 

子どものメンタルヘルス 

子どもの抑うつ症状を測る尺度の 1 つ「日本語版子ども用抑うつ自己評価尺度（DSRS-C）」を使

用。スコアが 16 点以上はメンタルヘルスに不調（抑うつ症状）あり、15 点以下は不調なしに分

類。 

分析方法 

媒介変数の組み合わせにより 4 つのモデル（①母親の教育歴、母親のメンタルヘルス、世帯収入、

②母親の教育歴、母親のメンタルヘルス、③母親の教育歴のみ、④母親のメンタルヘルスのみ）

を作成し、共変量（子どもの性別、学年、兄弟姉妹数）で統制し、一般化線形モデルによる媒介分

析4を行いました。 

3 子どもの生活実態調査：子どもの貧困の実態把握のために各地方自治体で行われている調査。子どもと保護者の生活状態や学

習環境などを調べている。本研究で用いた「広島県子供の生活に関する実態調査」も、そうした調査の一つです。 
https://beyond.research-miyacology.tmu.ac.jp/child-and-adolescent-poverty/survey-of-childrens-living-conditions/ 

4 Nguyen, Q.C., Osypuk, T.L., Schmidt, N.M., Glymour, M.M., Tchetgen Tchetgen, E.J., 
2015. Practical guidance for conducting mediation analysis with multiple mediators 
using inverse odds ratio weighting. Am. J. Epidemiol. 181 (5), 349–356. https://doi. 
org/10.1093/aje/kwu278.
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【今後の展望・発表者のコメント】 

本研究においても、逆境体験をもつことが次の世代（自身の子ども）に何らかのリスクを及ぼす

ことが確認されました。そのリスクをもたらす経路として、母親の教育歴が一定の役割を果たす

可能性が示されました。 

“両親の離婚を経験するなど逆境体験のある子ども”に対し、教育を受ける機会を確保するため

の公的な支援が、次の世代にどのような長期的な恩恵をもたらし得るのかをさらに検討する必要

があります。 

また、他のどのような因子が、世代を超えて子どものメンタルヘルスに影響を与えるのかについ

ても、今後研究を進めていくことが必要です。 
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